
ゴ
ジ
ラ（
ゴ
ジ
ラ
-1,0）は

身
長
50.1ｍ

、岡
谷
市
庁
舎
よ

り
も
高
い
。今
回
の
表
紙
の
写
真
は
、市
庁
舎
の
屋
上

（
41.6ｍ

）か
ら
岡
谷
市
内
を
撮
影
。ゴ
ジ
ラ
に
は
こ
ん
な

風
に
見
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

お
か
や
市
議
会
だ
よ
り
  O

kaya C
ity Assem

bly N
ew

s
2024年

（
令
和
6年
）
4月
25日

発
行

市
民
と
あ
ゆ
む

N
o.35

2024 A
pr.

令
和
6年
度
 

予
算
決
ま
る
!!
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特
集「

夢
と
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

議
会
報
告
会

2024
P.8

P.9

ゴ
ジ
ラ
が
見
た
岡
谷
!?
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予
算
決
ま
る
!!

令
和
６
年
度

令
和
６
年
３
月
19
日
、令
和
６
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算
ほ
か
特
別
会
計
、企
業
会
計
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。わ
た
く
し
た
ち
議
員
は
、令
和
６
年
度
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

区  分 令和6年度予算額

湊財産区一般会計

合　計

224億円

43億6,410万円

2億6,450万円

2,320万円

2,680万円

1,940万円

10億7,100万円

190万円

281億7,090万円

国民健康保険事業

地 域 開 発 事 業

分 収 造 林 事 業

霊 園 事 業

温 泉 事 業

後期高齢者医療事業

一 般 会 計

特
別
会
計

吉 田 浩

委員長

委員長

委員長

山 崎 仁

渡 辺 太 郎

総
務
委
員
会

社
会
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

重層的支援体制整備事業スタート
により、各課の横の連携が強化され
るのか　住民が主人公の街づくり
の一歩になるか。

予算は様々な事業に充てられます
が、「総合的に岡谷市をブランディ
ングする」という視点と市民の声
や参加が大切だと感じました。

岡谷駅周辺整備計画について、令和６
年度が初年度である第5次岡谷市総合
計画後期基本計画の記述通り、早期の
整備が進むことを強く期待する。

市民の声を尊重し、公平で効率
的な予算運用に期待します。市の
発展と福祉の向上に向け、透明
性と責任ある政策を期待します。

第5次岡谷市総合計画後期基本計画に基づき
限られた財源を重点配分した選択と集中によ
る各種事業が市民生活の福祉向上になること。

岡谷市の労働人口は、減少が予測される。
若者を対象としたＵＩＪターンに注目する。
若者が増えれば、産業の活性化に繋がる。

ララオカヤ、川岸学園はもちろん、いろ
いろな場面で広く市民と交流、民間の
アイデアを取り入れる、風通しのいい
行政の第一歩に。

議会は市民の代表・民意の反映機
関として議案の可決には市側と同
様の責任を負うことを自覚した委
員会審査ができたのではないか。

岡
谷
駅
前
再
開
発
ビ
ル（
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
）の

解
体
を
含
む
岡
谷
駅
周
辺
整
備
計
画
の

道
筋
の
早
急
な
明
確
化
。川
岸
学
園
整
備

計
画
の
市
民
へ
の
見
え
る
化
。

川
岸
学
園
構
想
の
計
画
方
針
。や
ま
び
こ

公
園
で
の
新
た
な
施
設
の
可
能
性
と
、湖

畔
公
園
の
今
後
の
整
備
。障
害
者
等
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
体
制
。

川
岸
学
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
、子
供
た

ち
の
豊
か
な
成
長
を
真
ん
中
に
置
い
た
、

地
域
に
支
え
ら
れ
地
域
と
繋
が
る
新
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
期
待
。

各
議
員
の
注
目
点

各
議
員
の
注
目
点

早
出
す
み
子

花
岡
健
一
郎

宇
野
香
二

今
井
浩
一

今
井
康
善

田
村
み
ど
り

上
田
澄
子

土
橋
学

秋
山
良
治

小
松
壮

諏訪湖サイクリングロード活用推
進事業に期待。湖畔公園のモニュ
メント設置やサイクリングツアー
による観光客増加が見込めます。

第５次総合計画後期基本計画の初年度
として岡谷の未来とコロナ禍後の社会
と経済の再構築に向けて予算配分した
各種の取組に期待！

懸案となっている駅前の開発に道筋を
つけ、新しい岡谷市の顔を市民に示せ
るかどうかが問われる年の予算である。

早出市長になって初の予算編成だ
ったが、選挙時の公約は反映され
ていなかった。今後どの様に予算
に示されていくのか注目したい。

長引く物価高騰のもと市民の生活
を守る施策や、高齢者や働く若者・
子育て世帯への支援は十分かな
どに注目していきたい。

各
議
員
の
注
目
点

笠
原
征
三
郎

酒
井
和
彦

丸
山
善
行

藤
森
弘

中
島
秀
明

全般的には誰もが安心して暮らせる施
策の実施。
個別的には川岸学園整備に向けての
市民ニーズの把握と駅周辺整備の早
期着手に期待。

新時代に向けた積極的な事業の推進
を図り、持続的な産業振興支援事業
と、公共インフラをはじめとした防災・
減災対策事業に期待。

　
　

3

予
算
審
査

一
般
質
問

３
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
集

議会のひろば 議会のひろば
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予
算
審
査

一
般
質
問

3
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
集

 

中
学
生
の
着
用
し
て
い
る
タ
ス
キ
は

布
製
で
ね
じ
れ
や
す
く
反
射
面
が
隠
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
対
策
は
？

 

正
し
く
着
用
す
る
こ
と
を
指
導
す
る
。

 

今
後
の
普
及
へ
の
取
り
組
み
は
？

 

前
年
と
比
べ
て
夜
間
の
事
故
が
増
え

て
お
り
、危
惧
し
て
い

る
。今
後
も
広
報
紙
等

で
の
啓
発
や
、警
察
署

等
と
の
連
携
に
よ
る

活
動
を
継
続
す
る
。

  

無
形
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て

 

無
形
文
化
財
の
指
定
の
基
準
は
？

 

芸
能
や
工
芸
技
術
に
分
類
さ
れ
、芸

術
上
特
に
価
値
が
高
い
も
の
や
重
要
な
も

の
、ま
た
は
、地
方
的
な
特
色
や
流
派
的

特
徴
の
あ
る
も
の
。

 

指
定
の
た
め
の
手
続
き
は
？　
　

 

市
民
や
各
種
団
体
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
教
育
委
員
会
か
ら
文
化
財
保
護
審

議
会
に
諮
問
し
、
教
育
委
員
会
へ
の
答

申
を
受
け
て
決
定
。

 

無
形
文
化
財
の
映
像
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
保

存
は
ど
う
す
る
か
？　
　

 

様
々
な
種
類
の
媒
体
を
利
用
し
、
耐

用
年
数
に
近
づ
い
た
も
の
は
新
し
い
も

の
に
保
存
し
な
お
す
。

  

岡
谷
市
防
災
計
画
に
つ
い
て

 

避
難
所
で
の
女
性
の
安
全
を
守
る
方

策
は
？　
　

 

女
性
専
用
の
物
干
し
場
や
更
衣
室
・

授
乳
室
の
設
置
、
女
性
用
品
の
女
性
に
よ

る
配
布
、
巡
回
警
備
や
防
犯
ブ
ザ
ー
の

配
布
な
ど
、
女
性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
。

 

発
災
時
に
配
布
す
る
ブ
ザ
ー
の
在

庫
は
？　
　

 

中
央
町
防
災
倉
庫
に
備
蓄
。

 

女
性
支
援
団
体
の
現
場
訪
問
は
あ

る
か
？　
　

 

災
害
時
に
は
専
門
家
の
派
遣
や
助
言

を
受
け
ら
れ
る
。

A Q
広
報
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、街
頭
で
の
周
知
活
動
や
配
布
な
ど
。

岡
谷
警
察
署
や
岡
谷
交
通
安
全
協
会
な
ど
と
も
連
携
。

夜
光
反
射
材
の
普
及
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
？

A Q

A Q

ら
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
と
共
に
、

研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

市
立
岡
谷
図
書
館
の
充
実
と
発
展

 

現
状
踏
ま
え
図
書
館
の
課
題
は
？

 

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
更
に
幅
広
い
世
代
と
障
が

い
者
や
外
国
人
等
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
の
た
め
、
資
料
の
収
集
や
情
報
提

供
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
な
ど
、
市
民
か
ら
頼
ら
れ
る
図
書

館
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

 

図
書
館
は
最
も
人
が
集
ま
る
場
所

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
し
た
り
、

居
心
地
の
良
い
空
間
作
り
で
体
験
や
交

流
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
多
様
化
す

る
中
、
新
た
な
機
能
の
た
め
大
幅
な
改

修
や
新
設
移
転
の
検
討
は
ど
う
か
？

 

本
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
に

よ
り
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
適
切
な

時
期
に
改
修
や
修
繕
を
行
う
計
画
。

 

実
際
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
進
め

方
は
？

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
等

は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
定
期
的
な
対
応
を
事
前
に
想
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
相
談
等
を

受
け
た
際
に
相
談
者
の
心
身
の
状
況
や

心
情
に
配
慮
し
て
対
応
す
る
た
め
に
注

意
す
べ
き
事
項
や
処
理
フ
ロ
ー
等
を
例

示
し
、
円
滑
な
解
決
に
向
け
た
体
制
を

整
え
て
い
る
。

 

対
策
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
お
考
え
は
？

 

良
好
な
職
場
環
境
の
維
持
・
向
上
は

短
絡
的
な
取
組
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
取
組
を
継
続

し
な
が
ら
も
時
代
と
共
に
変
化
に
関
す

る
知
識
の
更
新
や
職
員
研
修
な
ど
継
続

的
な
取
組
に
よ
り
所
属
長
と
総
務
課
が

連
携
し
、
未
然
防
止
や
問
題
発
生
時
の

迅
速
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

地
球
的
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
共
に
、２
０
５
０
年
岡
谷
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め
、重
要
な
計
画
を
策
定
す
る
年
度
で
あ
り
、今
後
そ

れ
に
よ
り
具
体
的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
。

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
、「
岡
谷
市
職
員
の
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る

要
綱
の
運
用
」を
新
た
に
制
定
す
る
な
ど
制
度
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

来
年
度
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
な
ぜ
注
力
す
る
の
か
？

岡
谷
市
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
取
組
み
は
？

 

環
境
省
の
脱
炭
素
先
行
地
域
の
採
択

を
め
ざ
す
考
え
は
な
い
の
か
？

 

採
択
の
ハ
ー
ド
ル
は
更
に
高
く
な
っ

て
お
り
、
こ
の
他
の
国
や
県
の
有
利
な
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
、
本
市
の
状
況
に
即

し
た
事
業
を
推
進
し
た
い
。

  

水
道
管
の
老
朽
化
と
漏
水
対
策

 

有
収
率
と
水
道
管
の
老
朽
化
は
？

 

有
収
率
は
配
水
量
と
給
水
量
の
割
合

で
、
本
市
は
令
和
４
年
度
77
・
１
％
、
こ

れ
が
高
い
ほ
ど
無
駄
な
く
水
道
水
を
供
給

出
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
主
な
原
因
で

あ
る
漏
水
は
経
年
劣
化
に
よ
る
水
道
管
の

腐
食
と
破
損
に
よ
る
も
の
。

 

人
工
衛
星
を
用
い
た
漏
水
調
査
方
法

の
導
入
の
考
え
は
な
い
か
？

 

人
工
衛
星
で
観
測
し
人
工
知
能
で

解
析
し
、
漏
水
範
囲
を
絞
り
込
む
手
法

で
あ
り
、
愛
知
県
豊
田
市
や
長
野
県
な

ど
複
数
の
自
治
体
で
採
用
し
て
い
る
。
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
事
か

 

岡
谷
市
の
相
談
体
制
は
？

 

「
岡
谷
市
職
員
の
職
場
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
要
綱
」

に
基
づ
き
、
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
苦
情
及
び
相
談
に
円
滑
か
つ
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
に
総
務
課
へ
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
要
綱
で
は
相
談
者

が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
確
保
す
る
た

め
に
、
相
談
者
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

係
る
調
査
等
に
協
力
し
た
職
員
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
留
意
す
る
ほ
か
、

不
利
益
な
取
扱
い
を
禁
止
す
る
こ
と
を

明
記
し
、
相
談
者
が
相
談
し
や
す
い
環

境
構
築
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
外
部

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
24
時
間
無
料
で
利

用
で
き
る
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
や
公
認

心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
様
々
な

形
で
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
早

期
発
見
や
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

AQ …議員の問い …市からの答え

●議員が、市政全般にわたり、執行機関である
市に対して、事務の執行状況及び将来への方針
などについて考えや意見を聞き、報告、説明を
求めたり、質問をすることです。
年４回の定例会において行われ、議員活動の
根幹をなすものといえます。

●質問順は、“くじ”で決めています。

★各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることが
できます。スマートフォン等からアクセスしてご覧ください。

一般質問

岡谷市公式チャンネル

令和6年
第2回定例会（3月）

ダイジェスト版ダイジェスト版

ハラスメントへの意識啓発

みんなの地球 安心安全の生活環境

質　問 議員名 ページ

夜光反射材の普及のこれまでの取り組みは？ 酒井　和彦 4

岡谷市におけるハラスメント対策の取組みは？ 吉 田 　 浩 5

来年度ゼロカーボン推進になぜ注力するのか？ 宇野　香二 5

耐震基準を満たしていない１９８１年以前に建築された
市内建物の状況は？ 渡辺　太郎 6

岡谷市民病院にとって岡谷市看護専門学校とは？ 田村 みどり 6

第５次岡谷市障がい者福祉計画の施策「芸術文化活
動」の目指す理想は？ 今井　浩一 7

大規模災害時における支援体制は？ 丸山　善行 7

学校給食は平等に無償で提供すべきだが、市の考えは？ 上田　澄子 10

ヤングケアラーの市の取り組みは？ 早出 すみ子 10

子どもの心のＳＯＳに関する取り組みについて 土橋　　学 11

岡谷市民病院の産婦人科の体制は？ 秋山　良治 11

市内小中学校の教師の1か月の残業時間は？ 笠原征三郎 12

「まゆっこベースおかや」の設置理由と目的は？ 藤森　　弘 12

鳥居平やまびこ公園のトイレ整備のお考えは？ 山崎　　仁 13

酒井　和彦

吉田　　浩

宇野　香二



●一般質問（ダイジェスト版）

議会のひろば7 議会のひろば 6

　
　

予
算
審
査

一
般
質
問

3
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
集

 

支
援
物
資
受
入
れ
の
課
題
は
？

 

主
要
道
路
の
寸
断
等
に
よ
り
、支
援

物
資
の
供
給
が
滞
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、家
庭
等
で
最
低
３
日
分
、可
能
な
限
り

１
週
間
分
程
度
の
備
蓄
が
重
要
。

 

災
害
協
定
の
費
用
負
担
は
？

 

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
58
団
体
と

締
結
し
被
災
地
負
担
が
原
則
。
災
害
救

助
法
の
適
用
で
国
の
基
準
で
補
填
。

 

福
祉
避
難
所
の
受
入
れ
態
勢
は
？

 

市
内
11
施
設
２
６
２
人
を
見
込
み
、

安
全
確
保
や
人
員
体
制
等
が
整
い
次
第

開
設
す
る
。
量
的
に
不
足
す
る
場
合
、

指
定
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
も
管
理
者

の
同
意
を
経
て
開
設
し
て
い
く
予
定
。

ま
た
、
要
配
慮
者
が
指
定
避
難
所
を
介

す
る
こ
と
な
く
、
直
接
避
難
が
可
能
と

な
る
「
指
定
福
祉
避
難
所
」
の
指
定
促

進
に
努
め
、
事
前
に
受
入
れ
対
象
者
を

調
整
し
人
的
物
的
体
制
の
整
備
を
図
り
、

要
配
慮
者
の
支
援
強
化
に
向
け
た
環
境

 

岡
谷
市
看
護
専
門
学
校
の
入
学
者
の

居
住
地
別
状
況
と
通
学
状
況
は
？

 

居
住
地
は
、
諏
訪
地
域
、
松
本
・
大

北
地
域
・
上
伊
那
地
域
、
県
内
そ
の
ほ

か
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
７
割

が
諏
訪
地
域
以
外
で
あ
り
、
各
居
住
地

か
ら
概
ね
１
時
間
程
度
を
か
け
、
自
家

用
車
で
通
学
を
し
て
い
る
。

 

岡
谷
市
で
は
、
岡
谷
に
住
む
若
者
を

対
象
に
す
る
「
移
住
に
対
す
る
補
助
金
」

や
「
看
護
師
修
学
支
援
金
」
な
ど
の
制

度
が
あ
る
が
、
学
生
へ
の
周
知
方
法
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
？

 

学
校
説
明
会
に
お
い
て
、
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
卒
業
後
も
岡
谷

市
に
居
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
「
若
者

お
か
や
暮
ら
し
応
援
事
業
補
助
金
」
と

「
岡
谷
市
看
護
師
修
学
支
援
貸
付
金
」
や

「
岡
谷
市
病
院
事
業
看
護
師
等
養
成
奨
学

金
」
を
組
み
合
わ
せ
た
利
用
方
法
と
と

も
に
国
や
県
の
奨
学
金
制
度
な
ど
も
併

の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 

市
内
21
区
の
避
難
所
開
設
・
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
状
況
は
？

 

６
つ
の
区
が
策
定
済
み
で
、
来
年
度

２
つ
の
区
が
策
定
予
定
。
説
明
会
を
開

催
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
重
要
性
を
再
認

識
い
た
だ
き
相
談
体
制
も
整
え
て
い
る
。

 

岡
谷
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
総
合

的
な
安
全
対
策
は
？

 

耐
震
化
率
を
「
住
宅
」
92
％
、「
多

数
の
者
が
利
用
す
る
特
定
建
築
物
」

95
％
を
目
標
に
掲
げ
、
建
築
物
以
外
の

対
策
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
擁
壁
倒

壊
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、
安
全
点

検
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

 

大
規
模
災
害
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
安
全
教
育
は
？

 

学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
実
施
し
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
も

含
め
避
難
訓
練
、
防
災
教
育
や
命
の
安

全
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

せ
て
周
知
し
て
い
る
。

 

岡
谷
市
看
護
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

市
内
の
医
療
機
関
へ
の
就
職
状
況
は
？

 

昨
年
度
ま
で
に
卒
業
し
た
２
１
１
人

の
う
ち
50
人
が
市
内
の
医
療
機
関
へ
就

職
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
44
人
が
岡
谷

市
民
病
院
へ
就
職
し
て
い
る
。

  

森
林
整
備
の
重
要
性

 

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で

の
森
林
環
境
譲
与
税
の
金
額
、
使
途
及

び
基
金
の
状
況
は
？

 

Ｒ
元
年
度
６
３
２
万
8
千
円
、Ｒ

2
年
度
１
３
４
８
万
8
千
円
、Ｒ
3

年
度
１
３
３
８
万
3
千
円
、Ｒ
4
年
度

１
７
１
４
万
2
千
円
、使
途
は
、松
く
い
虫

防
除
対
策
、林
道
等
の
維
持
管
理
、森
林

経
営
管
理
事
業
な
ど
で
あ
る
。Ｒ
４
年
度

末
の
基
金
残
高
は
、１
０
５
３
万
４
８
６
７

円
と
な
っ
て
い
る
。

【
要
望
】
基
金
の
積
み
立
て
も
理
解
で
き

る
が
、
今
後
は
よ
り
積
極
的
な
森
林
整

備
の
遂
行
を
要
望
す
る
。

 

能
登
半
島
地
震
で
耐
震
強
度
不
足
が

指
摘
さ
れ
た
１
９
８
１
年
か
ら
２
０
０
０

年
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
数
の
現
状
や
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
制
度
の
考
え
は
？

 

市
内
の
住
宅
総
数
１
万
８
５
１
０
戸

の
内
６
９
１
０
戸
と
推
計
。
耐
震
化
は

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い

き
た
い
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
制
度

は
県
内
で
は
８
市
町
村
が
設
置
し
て
お

り
、
命
を
守
る
点
で
は
効
果
的
。
実
績

や
供
給
体
制
等
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

 

岡
谷
市
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る

居
住
誘
導
区
域
は
地
震
が
発
生
し
た
場

合
の
災
害
リ
ス
ク
は
低
い
の
か
？

 

地
震
は
区
域
設
定
に
考
慮
し
て
お
ら

ず
、
居
住
誘
導
区
域
と
区
域
外
と
の
地

震
の
災
害
リ
ス
ク
は
比
較
で
き
な
い
。

 

ペ
ッ
ト
と
の
同
室
避
難
で
き
る
避
難

所
設
置
の
考
え
は
？

 

避
難
所
で
は
人
と
ペ
ッ
ト
は
別
な
場

所
で
生
活
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

る
が
、
飼
育
エ
リ
ア
の
確
保
や
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
設
定
な
ど
飼
育
環
境
を
整
え

る
よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

ひ
き
こ
も
り
等
複
合
化
・
複
雑
化
し

た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
の
新
年
度
の
内
容
は
？

 

実
施
計
画
を
策
定
し
、
相
談
者
の
属

性
・
世
代
・
内
容
を
問
わ
な
い
相
談
支

援
な
ど
連
携
強
化
体
制
を
構
築
し
、
要

件
と
な
る
全
て
の
事
業
を
実
施
す
る
。

 

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
国

の
未
来
戦
略
の
対
応
や
新
年
度
に
お
け

る
新
規
事
業
・
重
点
施
策
は
？

 

低
所
得
世
帯
の
３
歳
未
満
児
の
保
育

料
と
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
周
産
期
か

ら
青
年
期
ま
で
の
相
談
を一
体
的
に
実
施

す
る
市
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
ま
ゆ
っ
こ

ベ
ー
ス
お
か
や
）の
設
置
、小
児
科
と
産
婦

人
科
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど
を
導
入
す

る
。「
こ
ど
も
計
画
」の
策
定
に
努
め
て
い
く
。

A Q
岡
谷
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め
て
い
る
備
蓄
調
達
計
画
に
基
づ
き
、
災
害

発
生
か
ら
最
低
３
日
分
生
活
必
需
品
を
備
蓄
し
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
や
プ

ル
型
支
援
等
支
援
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
。

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
は
？

A Q
看
護
師
養
成
機
関
と
病
院
が
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
は
、よ
り
実
践
的
な
看

護
師
の
育
成
が
図
ら
れ
、病
院
と
っ
て
は
優
秀
な
職
員
の
採
用
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
、な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

岡
谷
市
民
病
院
に
と
っ
て
岡
谷
市
看
護
専
門
学
校
と
は
？

A Q
岡
谷
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
よ
り
耐
震
化
を
推
進
し
て
い
る
が
、現
在
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
住
宅
は
約
３
９
０
０
戸
、多
数
の
者
が
利
用

す
る
特
定
建
築
物
は
14
戸
と
推
計
し
て
い
る
。

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
１
９
８
１
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内

建
物
の
状
況
は
？

田村みどり丸山　善行

今井　浩一 渡辺　太郎

笑顔の子ども

 

カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
障
が
い
の

あ
る
人
が
気
兼
ね
な
く
安
心
安
全
に
鑑
賞

で
き
る
環
境
は
？

 

ど
の
公
演
も
鑑
賞
に
制
限
を
設
け
て

は
い
な
い
。
鑑
賞
マ
ナ
ー
を
緩
和
し
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
鑑
賞
で
き
る
催
し
に
、

「
カ
ノ
ラ
ー
タ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
古
澤
巌
の
品
川
カ

ル
テ
ッ
ト
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
が
あ

る
。
出
演
者
と
連
携
し
て
障
が
い
の
あ
る

方
も
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
る
。

  

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

 

市
長
の
思
い
は
？

 

基
本
原
則
は
「
す
べ
て
の
市
民
が

参
加
で
き
る
こ
と
」「
市
民
の
自
主
性
及

び
自
発
を
尊
重
し
て
行
う
こ
と
」「
市
民

と
市
が
対
等
の
立
場
で
、
お
互
い
を
尊

重
し
協
働
し
て
行
う
こ
と
」。
私
の
座
右

の
銘
「
一

い
っ
と
う
し
ょ
う
ぐ
う
ば
ん
と
う
し
ょ
う
こ
う

燈
照
隅
万
燈
照
国
」
の
通
り
、

多
く
の
市
民
が
輝
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ま
ち
全
体
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ
の
参
画
が
物

事
を
成
し
得
る
大
き
な
原
動
力
に
な
る
。

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
、

発
出
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
。

 「
岡
谷
市
意
見
提
出
手
続
実
施
要
綱
」

に
基
づ
き
、
市
の
基
本
的
な
施
策
を
定

め
る
計
画
の
策
定
時
や
、
市
民
に
義
務

を
課
し
た
り
権
利
を
制
限
し
た
り
す
る

内
容
の
条
例
制
定
時
な
ど
に
、
そ
の
案

を
市
民
に
公
表
し
て
意
見
を
聴
取
す
る

も
の
で
あ
る
。

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
市
民
か

ら
の
意
見
投
稿
数
の
現
状
に
つ
い
て
。

 

今
年
度
は
14
回
実
施
、
寄
せ
ら
れ
た

意
見
は
20
件
。
件
数
で
評
価
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
市
民
の
貴
重
な
意
見
で
あ

り
、
こ
う
し
た
機
会
を
大
切
に
し
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
に
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に

努
め
、
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

A Q
一人
で
も
多
く
の
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
、芸
術
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
が

増
え
、多
彩
な
分
野
に
接
す
る
こ
と
で
、個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、自
己
実

現
や
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

第
５
次
岡
谷
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
の
施
策「
芸
術
文
化
活
動
」の
目
指
す

理
想
は
？

パブリックコメントの活用を！

大災害への備え
看護の未来を築く

岡谷市看護専門学校生



「夢と希望が持てるまちづくり」

市民
の声

市民
の声

Q1

議会報告会
2024

岡谷市議会では、令和６年１月２３日（火）、イルフプラザカルチャ
ーセンターにおいて、議会報告会を開催いたしました。
多くの皆様にご参加いただき、議会・議員活動報告をさせていた
だくとともに、岡谷の未来について語り合いました。

駅前はどうなるの？
公共施設は…

子育て支援は
どうなっているの…

その他のご意見

・駅前問題は住民をまきこむプロセスを。
・商業施設はいらない。・負の建物はいらない。
・図書館や公園はどうか?
・具体策が見えない。収入が得られる施設に
　できないか。

空き家等対策は…
・商店街のシャッター店をどうするのか。
・空き家が荒れていて危険でもあるし、
　景観上よくない。

・岡谷小学校の跡地を子どものあそび
　場にしたらどうか。
・室内の子どものあそび場がほしい。

特集
総務

委員
会

産業
建設

委員
会

社会
委員

会

〇委員会への傍聴は可能か？　〇議会改革の取り組みを知りたい。
〇インターネットを通じて各種アンケート結果が公表されているので、
　参考に活用してはどうか。
〇福祉避難所はどうなってるの？

令和5年度 岡谷市議会 議会報告会アンケート集計結果 参加者数21名  回答者数21名
回答率100%

今後の議会報告会の開催方法について、ご意見をお伺いします。

Q2 あなたのことについてお伺いいたします。 Q3 本日の議会報告会の
開催をどのような方
法で知りましたか？

①開催日時等は

休日夜
10%（2人）

休日午前
5%（1人）

平日午後 5%
（1人）

③開催回数は

①年齢は ②性別は

男性
86%

（18人）

女性 14%（3人）
③お住まいは
今井区
岡谷区
上浜区
新屋敷区
小井川区
下浜区
間下区

4人
1人
1人
1人
2人
1人
1人

三沢区
橋原区
東堀区
中屋区
※川岸地区
※長地地区
※市内

1人
1人
3人
1人
1人
1人
2人

（複数回答あり）

①市議会だより
②チラシ
③新聞
④ホームページ

3人
6人
6人
0人

⑤議員より
⑥知人より
⑦その他

6人
2人
4人

（複数回答あり）20代 6%（1人）

①年１回 5%
（1人）

30代
6%（1人）

無回答
14%

（3人）

平日夜
48%
(10人)

70代
48%
(10人)

年２回
57%
(12人)

休日午後
32%

（7人）

60代
30%

（7人）

年３回以上
24%

（5人）

イルフ
プラザ
42%
(9人)無回答

38%
（8人）

市役所
20%

（4人）

50代
10%

（2人）

②開催場所は（複数回答あり）

＊駅前は、私の地元。田舎だったところが駅ビル化
しているのと比べると？！という感があります。
＊委員会の活動について、日頃から定期的に報告
されるなどの工夫が欲しい。
＊もっと具体的な話を聞きたい。耳ざわりの良い
言葉より、現実の話をして欲しい。

Q4 本日の議会活動報告の内容はいかがでしたか？

他に議会活動で知りたいことは？

わかりやすい
80%
(17人)

わかりにくい
10%

（2人）

全く読んで
いない
5%（1人）

無回答 10%
（2人）

Q6 市議会だよりを読んでいますか？

毎回読ん
でいる
52%

（11人）

時々読ん
でいる
43%

（9人）

本日の意見交換会の内容はいかがでしたか？

Q5 意見交換会の内容は？

よかった 80%
(17人)

無回答
14%（3人）

よくなかった
6%（１人）

※時間が足りない
＊時間が少ない。
＊意見が言いやすい雰囲気が少し足りなかったかも。
＊時間内に収められた報告、初めての参加でしたがわかりやすかった。
＊報告資料が配布されなかったので確認ができない。
＊市民の意見を生で聞いていただける良い機会になり、議員もモチベーションが高まると思います。
＊より市民の参加があれば良いと思う。

市民
の声

＊これからも、今回のような企画を続けてください。
＊初めて参加したが、議員の顔を直接見える良い機会となりまし
た。身近に感じられていいと思う。
＊市のパブリックコメントの告知が遅い。案の説明があった時点で
報道され、何月何日からパブコメをする内容を発表すべきだ。パ
ブコメの資料は希望すれば紙ベースで入手できる対応が必要。
＊貴重な場、時間をありがとうございました。
＊政治参加も出生数も教育がより良くなれば解決できると思いま
す。受験用の勉強でなく日本人を育てる教育をお願いしたいです。

＊委員会別に専門会議（社会、建設等）に分けた方が良いと思う。
意見が出やすい。
＊回数とフリートークの時間を増やして欲しい。
＊産業振興、子育て地道に・・・・。 
＊市ホームページの議会だよりが２９号までとなっている。新しい順
になっていない。市のトップページのお知らせですぐわかるように
して欲しい。
＊スライドが薄く、字が良く見えなかったので、２か所に分けて全
面で見れるようにして欲しい。   ＊プロジェクター見づらい。

報告会の感想、また市議会、市政に対してのご意見、ご要望など

9 議会のひろば 8

　
　

予
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質
問
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一
般
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問

特
　
　
集
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
後
の
相
談
内

容
は
？

 

「
登
録
す
る
か
迷
っ
て
い
る
。」
と

い
っ
た
内
容
や
消
費
税
の
申
告
方
法
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

 

登
録
状
況
は
？

 

法
人
は
92
・
６
％
。
個
人
事
業
主
の

登
録
も
進
捗
し
て
い
る
。

 

市
と
の
契
約
業
者
の
取
引
き
は
登
録

の
有
無
の
影
響
が
あ
る
か
？

 

影
響
は
な
い
。
免
税
事
業
者
で
も
入

札
参
加
に
お
い
て
は
除
外
し
な
い
。

【
要
望
】課
税
事
業
者
以
外
の
事
業
者
支

援
を
。

  

通
院
に
対
す
る
子
ど
も
の

　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

 

国
・
県
の
動
向
は
？

 

国
は
公
費
負
担
分
の
減
額
措
置
を
廃

止
。県
は
対
象
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
。

 

窓
口
負
担
軽
減
へ
の
お
考
え
は
？

 

軽
減
す
る
考
え
は
な
い
。

  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら

　
　
　

 

市
の
女
性
職
員
配
置
に
つ
い
て

 

市
の
部
課
長
級
職
員
の
女
性
比
率
が

低
い
が
原
因
は
？

 

50
代
職
員
の
男
女
比
は
７
対
３
。
２

年
に
１
度
の
意
向
調
査
で
も
女
性
職
員

の
上
級
職
へ
の
希
望
が
少
な
い
。

 
部
課
長
級
職
員
の
女
性
職
員
配
置
は

２
名
で
５·

１
％
と
の
こ
と
だ
が
、今
後
の

改
善
は
？

 

令
和
８
年
３
月
ま
で
の
計
画
で
15
％

以
上
を
目
標
に
し
て
い
る
。

 

市
の
危
機
管
理
室
に
女
性
職
員
配
置

が
必
要
と
考
え
る
が
今
後
は
？

 

危
機
管
理
室
に
は
女
性
職
員
は
配
置

し
て
い
な
い
が
、
地
域
連
絡
員
を
な
る

べ
く
各
区
・
避
難
所
ご
と
に
男
女
１
名

ず
つ
配
置
し
て
い
き
た
い
。

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
民
意
を
反
映
さ
せ
ら
れ
る
の
か
？

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
教
科
書
選
定
の
候
補
と
し
た

全
て
の
教
科
書
に
つ
い
て
、
2
週
間
の

閲
覧
期
間
を
設
け
て
、
閲
覧
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
意
見
等
も
参
考
に
す
る
。

 

川
岸
学
園
で
教
科
「
日
本
語
」
の
よ

う
な
独
自
教
科
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
？

 

独
自
教
科
の
設
定
は
可
能
。
美
し
い

日
本
語
や
正
し
い
言
葉
の
使
い
方
に
つ

い
て
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

  

岡
谷
市
の
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

 

水
の
確
保
、
浄
水
装
置
の
保
有
は
？

 

簡
易
浄
水
器
50
台
を
整
備
。
浄
水

能
力
は
1
時
間
に
飲
料
水
15
Ｌ
、
生
活
水

１
５
０
Ｌ
。
想
定
使
用
者
は
市
職
員
・
自
主

防
災
組
織・避
難
所
運
営
者
。操
作
は
簡
単
。

  

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
に
つ
い
て

 

ラ
ラ
オ
カ
ヤ
の
今
後
の
見
通
し
は
？

 

官
民
連
携
、民
間
活
力
な
ど
も
検
討
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

出
産
時
の
相
談
支
援
は
？

 

令
和
6
年
度
よ
り
、
小
児
科
・
産
婦

人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
事
業
を
予
定
。

  

教
科
書
に
つ
い
て

 

教
科
用
図
書
（
教
科
書
）
の
採
択
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
は
？

 

教
育
委
員
会
が
4
年
に
1
度
採
択

を
行
う
。
中
学
校
は
令
和
6
年
度
に
採

択
予
定
。
諏
訪
地
域
は
6
市
町
村
に
よ

り
採
択
を
行
い
、
教
科
用
図
書
採
択
研

究
協
議
会
や
教
科
用
図
書
調
査
研
究
員

会
を
設
け
採
択
事
務
等
を
行
っ
て
い
る
。

諏
訪
地
域
の
小
中
学
校
で
は
全
て
同
じ

教
科
書
を
使
用
し
て
い
る
。

 

給
食
費
の
無
償
化
を
国
や
県
に
要
望

す
る
考
え
は
あ
る
か
？

 

市
長
会
等
で
財
政
支
援
に
向
け
要
望

活
動
等
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

給
食
の
時
間
は
十
分
に
あ
る
か
？

 

お
お
む
ね
小
学
校
は
１
時
間
ほ
ど
、

中
学
校
は
50
分
ほ
ど
あ
り
、
食
べ
る
時

間
は
二
～
三
十
分
と
れ
て
い
る
。

 

給
食
の
量
は
十
分
に
あ
る
か
？

 

国
の
基
準
に
沿
っ
て
、
年
代
ご
と
に

必
要
な
摂
取
量
を
確
保
し
て
い
る
。

  

高
等
教
育
の
学
費
軽
減
に
つ
い
て

 

市
の
育
英
基
金
の
入
学
準
備
金
・
奨

学
金
の
返
還
額
免
除
の
拡
充
は
？

 

卒
業
後
岡
谷
市
に
住
み
、
償
還
期
間

中
引
き
続
き
居
住
で
25
％
免
除
。
25
％

に
つ
い
て
は
今
回
見
直
し
し
な
い
。

 

「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
導
入
企
業

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
活
用
は
？

 

県
が
昨
年
開
始
し
た
事
業
で
、
市
と

し
て
は
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

 

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
は
？

 

岡
谷
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
は
児
童
相
談
所
、警
察
署
、Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

な
ど
と
定
期
的
に
情
報
共
有
。ケ
ー
ス
会
議

も
実
施
し
、個
別
に
適
切
な
支
援
を
提
供
。

  

多
目
的
ト
イ
レ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

 

岡
谷
市
の
小
中
学
校
の
多
目
的
ト
イ

レ
の
整
備
状
況
や
利
用
状
況
は
？

 

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
多
目
的
ト

イ
レ
を
全
学
校
に
設
置
。
主
に
体
育
館

近
く
で
、
学
校
行
事
や
避
難
時
に
利
用
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
教
育
と
意
識

向
上
に
つ
い
て
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
は
小
中
学
校
で

重
視
。
啓
発
活
動
や
指
導
で
意
識
向
上
。

学
校
行
事
も
取
り
組
む
。

  

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

 

特
別
支
援
学
級
の
現
状
は
？

 

特
別
支
援
学
級
は
学
級
ご
と
８
名
以

下
の
基
準
。
知
的
障
害
11
、
自
閉
症
・

情
緒
障
害
24
学
級
。
県
費
の
担
任
と
市

費
の
支
援
員
配
置
。

 

特
別
支
援
学
級
の
支
援
方
法
。

 

岡
谷
市
の
全
小
中
学
校
に
２
名
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
。

連
絡
会
で
研
修
実
施
、
個
別
の
教
育
支
援

計
画
を
作
成
し
、児
童
生
徒
の
支
援
強
化
。

  

蚕
糸
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
で
歩
行

が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

 

蚕
糸
公
園
は
歴
史
的
建
造
物
を
活

か
し
、再
整
備
さ
れ
た
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
。冬
季
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

賑
わ
い
を
演
出
。芝
生
以
外
の
歩
行
機
能

も
整
備
。の
ぼ
り
旗
の
位
置
に
関
し
て
は

改
善
を
検
討
中
。

  

岡
谷
市
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

 

災
害
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
情
報
提

供
は
？

 

災
害
情
報
の
伝
達
手
段
は
多
様
で
、

防
災
ラ
ジ
オ
や
メ
ー
ル
配
信
な
ど
が
あ

り
、デ
ジ
タ
ル
化
整
備
も
進
む
。被
害
状

況
の
把
握
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
。た
だ
し
、

情
報
の
信
頼
性
や

双
方
向
通
信
の
課

題
も
あ
り
、慎
重

な
対
応
が
必
要
。

A Q
岡
谷
市
の
小
中
学
校
で
は
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
専
門
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
対
応
。心
の
教
室
相
談
員
や
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

も
支
援
。約
３
，４
０
０
万
円
の
予
算
。

子
ど
も
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

A Q
分
娩
業
務
は
、平
成
26
年
4
月
以
降
、休
止
し
て
い
る
。1
年
を
通
じ
24
時
間

の
診
療
体
制
の
維
持
が
必
要
で
、少
な
く
と
も
常
勤
医
師
4
名
の
確
保
が
不

可
欠
。現
在
、常
勤
医
師
は
2
名
。

岡
谷
市
民
病
院
の
産
婦
人
科
の
体
制
は
？

　
　

予
算
審
査

一
般
質
問

３
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
集

教科「日本語」の教科書

学校給食の無償化を！子どもの心のＳＯＳ

土橋　　学

秋山　良治

A Q
無
償
化
は
継
続
し
て
財
源
確
保
が
必
要
。就
学
援
助
費
に
よ
り
低
所
得
世

帯
を
対
象
に
給
食
費
を
無
償
に
し
た
。物
価
高
騰
に
よ
る
値
上
が
り
分
は
、

引
き
続
き
公
費
で
支
援
し
、自
校
給
食・食
育
を
大
切
に
し
て
い
く
。

学
校
給
食
は
平
等
に
無
償
で
提
供
す
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
？

上田　澄子

 

国
・
県
の
動
向
は
？

 

国
は
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」

で
の
支
援
強
化
と
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
設
置
で
の
取
り
組
み
を
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
定
義
す
る
。
厚
生

労
働
省
で
は
介
護
保
険
事
業
の
基
本
指

針
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

体
制
の
強
化
を
促
す
。
県
は
外
国
語
通

訳
の
派
遣
委
託
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
を
行
う
。

 

市
と
し
て
の
実
態
調
査
は
？

 

県
と
同
じ
で
市
の
実
態
は
小
学
生
10

人
に一人
、中
学
生
15
人
に一人
で
あ
る
。

 

福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育
の
連
帯

強
化
と
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
は
？

 
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
ス

タ
ー
ト
に
よ
り
、
他
機
関
と
の
連
携
、

協
働
が
強
化
さ
れ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
環
境
が
改
善
さ
れ
、
こ
ど
も
と
し
て

の
権
利
が
守
ら
れ
る
。

A Q
第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
記
述
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て
具
体
的
に
位
置
付
け
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
推
進
の
主
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
市
の
取
り
組
み
は
？

早出すみ子

子どもの人権
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時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
規
制

は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

 

令
和
元
年
当
時
と
比
べ
れ
ば
、
守
ら

れ
て
き
て
い
る
が
、
規
制
速
度
を
超
え

て
い
る
部
分
も
あ
る
。
引
き
続
き
、
歩

行
者
等
の
安
全
に
取
組
ん
で
い
く
。

  
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ

　
　
　
　

 

教
訓
と
岡
谷
市
の
地
震
対
策

 
岡
谷
市
の
活
断
層
の
状
態

 

糸
魚
川
静
岡
線
を
含
め
、
８
つ
の
活

断
層
型
地
震
と
東
海
地
震
・
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。

 

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
阪
神
淡

路
大
震
災
・
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地

震
な
ど
か
ら
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
国
の
初
動
が
遅
か
っ
た
。

 

国
か
ら
の
通
達
「
市
町
村
の
た
め
の

人
的
応
援
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
受
援

計
画
作
成
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
受
援

計
画
を
作
成
し
た
。

  

川
岸
学
園
構
想
に
つ
い
て

 

県
産
材
を
使
っ
た
内
装
の
木
質
化
を

図
れ
な
い
か
？

 

木
質
の
温
か
み
や
優
れ
た
調
湿
効
果

が
見
込
め
、
県
内
の
地
場
産
業
の
振
興

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
可
能
な
範
囲
で

活
用
し
て
い
き
た
い
。

 

県
産
材
利
用
の
場
合
、
県
の
補
助
金

が
受
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
？

 

長
野
県
は
「
あ
た
り
ま
え
に
木
の

あ
る
暮
ら
し
推
進
事
業
」 

を
実
施
し
て
お

り
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
事
業
が
補

助
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
寒
暖
差

が
大
き
い
地
域
ほ
ど
有
効
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
地

中
熱
」
を
使
っ
た
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を

導
入
で
き
な
い
か
？

 

地
中
熱
を
使
っ
た
冷
暖
房
は
、地
下
の一

定
の
深
さ
に
あ
る
安
定
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、電
気
、燃

料
費
の
削
減
に
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
認

識
し
て
お
り
、積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

 

こ
れ
ま
で
に
岡
谷
市
で
地
中
熱
を

使
っ
た
公
共
施
設
が
あ
る
か
？

 

岡
谷
市
民
病
院
で
地
中
熱
を
利
用
し

て
い
る
。

 

環
境
学
習
に
も
役
立
つ
太
陽
光
発
電

な
ど
も
セ
ッ
ト
に
で
き
な
い
か
？

 

市
内
の
小
中
学
校
や
保
育
施
設
の
中

に
は
、
小
規
模
な
が
ら
太
陽
光
発
電
設
備

を
備
え
、
発
電
量
が
わ
か
る
デ
イ
ス
プ
レ

イ
な
ど
に
よ
り
環
境
教
育
に
活
か
し
て
い

る
。川
岸
学
園
で
も
研
究
し
て
行
き
た
い
。

 

個
別
最
適
な
学
び
の
一
貫
と
し
て
、

自
由
進
度
学
習
を
導
入
す
る
考
え
は
あ

る
か
？

 

小
中
学
校
に
お
け
る
自
由
進
度
学
習

は
、
子
ど
も
た
ち
が
課
題
に
取
り
組
む
順

番
等
を
自
分
で
決
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

進
め
て
い
く
学
習
形
態
で
あ
り
、
市
内
に

お
い
て
も
昨
年
度
か
ら
単
元
内
で
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
が
あ
る
。
令
和
６
年
度
に

設
置
す
る
設
立
準
備

委
員
会
や
専
門
部
会

等
で
研
究
を
深
め
て

行
き
た
い
。

 

残
業
時
間
が
慢
性
的
に
多
く
な
っ
て

い
る
要
因
と
減
ら
す
た
め
の
対
策
は
？

 

教
員
の
な
り
手
不
足
や
恒
常
的
な
教

員
不
足
。
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
複

雑
化
・
多
様
化
な
ど
学
校
や
教
員
の
担

う
役
割
が
以
前
と
比
べ
拡
大
し
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
や
部
活
動
の
指
導
、
長

期
休
業
中
の
学
校
完
全
閉
庁
日
の
設
定

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

  

ゾ
ー
ン
30
の
現
状
は

 

市
民
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い「
ゾ
ー

ン
30
」
の
周
知
は
？

 

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
区
域
内
で
は
、
時

速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
規
制
や

様
々
な
安
全
対
策
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
は
、
区
域
へ
進
入
す
る

す
べ
て
の
市
道
の
入
り
口
に
「
ゾ
ー
ン

30
」
の
看
板
表
示
・
路
面
標
示
を
設
置

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
広
報
お
か

や
な
ど
で
周
知
に
務
め
て
い
る
。

A Q

A Q
市
内
小
中
学
校
の
教
師
の
一
か
月
の
残
業
時
間
は
？

時
間
外
勤
務
と
休
日
出
勤
、持
ち
帰
り
仕
事
を
合
わ
せ
、一人
平
均
、小
学
校

で
48
時
間
６
分
、中
学
校
で
は
47
時
間
47
分
。小
中
学
校
合
わ
せ
れ
ば
、県

平
均
を
５
時
間
35
分
上
回
る
。

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」（
子
ど
も
課
）と「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」（
健
康
推
進
課
）の
機
能
を
統
合
。連
携
強
化
で
子
育
て
家
庭

の
包
括
的
支
援
体
制
を
構
築
し
た
。

「
ま
ゆ
っ
こ
ベ
ー
ス
お
か
や
」
の
設
置
理
由
と
目
的
は
？

　
　

予
算
審
査

一
般
質
問

３
月
定
例
会

一
般
質
問

特
　
　
集

 

今
年
度
３
月
に
諏
訪
湖
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
完

成
に
伴
い
５
カ
所
あ
る
岡
谷
湖
畔
公
園

の
ト
イ
レ
の
改
修
へ
の
考
え
は
？

 

公
園
が
整
備
さ
れ
、
利
用
者
の
増
加

も
予
想
で
き
る
中
で
、
機
能
面
で
は
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
洋
式
化
が
遅
れ
て

い
る
状
況
。
利
用
環
境
に
問
題
も
あ
り
、

本
年
度
は
塚
間
川
西
側
の
ト
イ
レ
の
便

器
の
様
式
化
や
扉
の
設
置
な
ど
の
改
修

を
行
っ
て
い
る
。

 

都
市
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
修
に
お
い

て
、
市
民
意
見
・
要
望
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
市
長
の
お
考
え
は
？

 

市
民
や
公
園
利
用
者
か
ら
様
々
な
要

望
や
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、
ト
イ
レ
の

改
修
も
含
め
誰
も
が
楽
し
く
快
適
に
利

用
で
き
る
公
園
整
備
に
取
り
組
み
、
優

れ
た
自
然
環
境
・
景
観
を
よ
り
一
層
活

か
し
魅
力
あ
る
公
園
作
り
に
努
め
る
。

  

地
震
の
対
応

 

災
害
に
備
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
水

道
管
の
仕
切
弁
の
劣
化
状
況
は
？

 

仕
切
弁
は
水
道
管
の
工
事
や
修
理
を

行
う
際
、
止
水
す
る
た
め
給
水
管
に
設

置
さ
れ
て
お
り
古
い
弁
は
固
着
し
開
閉

に
苦
労
す
る
が
、
断
水
工
事
な
ど
で
操

作
す
る
が
閉
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
な

い
。
設
置
年
度
の
古
い
仕
切
弁
は
、
水

道
管
の
工
事
等
に
合
わ
せ
て
更
新
。

 

大
規
模
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、
倒
壊

家
屋
や
山
林
等
の
被
災
状
況
の
確
認
な

ど
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
有
効
だ
が
、
民

間
団
体
と
の
協
定
の
考
え
は
？

 

災
害
現
場
に
お
け
る
状
況
調
査
で
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
能
登
半
島
地
震
で

も
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
本
市
も
活

用
を
考
え
て
い
る
。
諏
訪
広
域
消
防
本

部
は
昨
年
総
務
省
か
ら
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク

ド
ロ
ー
ン
が
無
償
貸
与
さ
れ
、
運
用
し

て
お
り
今
後
は
、
民
間
団
体
の
活
用
も

研
究
す
る
。

A Q
公
園
の
健
全
度
調
査
で
は
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
Ｃ・Ｄ
判
定
が
60
施
設
あ

り
、ト
イ
レ
を
先
行
し
て
整
備
せ
ず
、公
園
全
体
の
施
設
で
の
緊
急
度
や
必

要
性
を
検
討
し
、計
画
的
な
修
繕・更
新
を
図
る
。

鳥
居
平
や
ま
び
こ
公
園
の
ト
イ
レ
整
備
の
お
考
え
は
？

藤森　　弘

笠原征三郎山崎　　仁

不安のない避難所をドローンの活用

教育環境の充実

令和6年第2回定例会 
一般質問が視聴できます

で岡谷市公式チャンネルYouTube で岡谷市公式チャンネルYouTube

吉田　浩 議員酒井　和彦 議員

山崎　仁 議員藤森　弘 議員笠原征三郎 議員秋山　良治 議員

土橋　学 議員早出すみ子 議員上田　澄子 議員丸山　善行 議員

今井　浩一 議員田村みどり 議員宇野　香二 議員 渡辺　太郎 議員

１ 交通安全のための

　　夜光反射材

２ 無形文化財の保存

３ 岡谷市地域防災計画

１ ゼロカーボンシティに向けた
　　岡谷市の取り組み
２ 水道管の老朽化と
　　漏水対策
３ 市立岡谷図書館の
　　充実と発展

１ 大規模災害への対応

２ 消防団による消火活動

１ 妊娠出産
２ 教　　育
３ 岡谷市の災害時の備え
４ 駅周辺のまちづくりと
　　ララオカヤ

１ 市内小中学校の教師の働き方
２ ゾーン３０の現状
３ 令和６年能登半島地震
　　から学ぶ教訓と岡谷市
　　の地震対策

１ シルキーチャンネルの利活用

２ 川岸学園構想

３ ＤＸおよびＧＸの推進

４ 機 構 改 革

１ 地震災害の対応

２ 市内の屋外公衆トイレと

　　都市公園内トイレ

１ 小中学校の給食

２ 高等教育の学費軽減

３ 生活道路の整備・安全確保

４ 岡谷市におけるジェンダー

　　平等の取り組み

１ ヤングケアラー

２ インボイス制度

３ 子ども医療費

１ 子どもの心のＳＯＳに関する取り組み
２ 小中学校の多目的トイレの
　　必要性とジェンダー
３ 子どもの豊かな学習環境を
　　確保するための特別支援学級
４ 蚕糸公園の再整備
５ 岡谷市の災害対策

１ 子ども ・ 子育て支援の充実

２ 重層的支援体制整備事業

３ 防災、 減災対策の充実

１ 市民総参加のまちづくり
2 第５次岡谷市障がい者
　　福祉計画の施策
　　「芸術文化活動」への
　　参加促進

１ 森林整備の重要性

２ 岡谷市看護専門学校

１ ハラスメント

２ ロケ地を活用した

　　岡谷市の特別企画
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令
和
６
年
度
岡
谷
市一般
会
計
予
算

 

本
会
議
で
の
主
な
討
論              

　

当
該
予
算
は
、
防
災
無
線
の
改
善
や

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
な
ど
の
重

要
な
施
策
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
正
規

職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
割
合
の

改
善
や
教
員
の
働
き
方
の
改
善
が
不
十

分
で
あ
り
、
学
校
給
食
の
無
料
化
も
不

十
分
で
あ
る
。
ま
た
川
岸
学
園
構
想
や

駅
周
辺
の
再
整
備
な
ど
の
市
民
へ
の
説

明
の
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
多
く
の
低
所
得
者
が
加
入
す
る

国
保
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を

被
っ
た
商
工
業
や
観
光
業
へ
の
特
別
支

援
等
も
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
市
民
の

た
め
の
事
業
の
余
地
が
不
足
し
て
い
る

と
感
じ
る
。
よ
っ
て
、
低
所
得
者
の
負

担
増
が
懸
念
さ
れ
、
低
所
得
者
の
生
活

を
守
る
観
点
か
ら
、
本
議
案
に
反
対
を

す
る
。

　

令
和
６
年
度
の
岡
谷
市
の
予
算
編
成

は
、
地
域
経
済
の
回
復
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
福
祉
の
向
上
や
都
市
基
盤
の
整
備

　
編
集
後
記

　
新
年
度
と
な
り
、
色
々
と
お

忙
し
い
中
、
目
を
通
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
号
の
議
会
だ
よ

り
は
3
月
議
会
の
模
様
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
3
月
議
会
の

特
徴
は
来
年
度
の
予
算
を
審
議

す
る
こ
と
で
す
。
令
和
６
年
度

の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
務
委

員
会
で
否
決
、
本
会
議
で
可

決
、
附
帯
決
議
も
可
決
と
い
う

こ
と
で
、
地
元
新
聞
で
も
報
道

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
号
は
ぜ

ひ
関
心
を
も
っ
て
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
議
会
だ
よ
り

の
充
実
を
目
指
し
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
宇
野
香
二
） 

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
整
備
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

や
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
、
幅
広
い
施

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
市
の
将
来

に
関
わ
る
重
要
な
事
業
に
も
配
慮
が
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
回
復
を
見
据

え
、
前
年
度
比
２・
８
％
増
の
２
２
４
億

円
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
岡
谷
駅
周
辺

整
備
や
川
岸
学
園
構
想
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
を
初
め
と
し
た
市
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
今
後
、
よ
り
一
層
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
各
種
事
業
の
丁

寧
な
説
明
や
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
本
議
案
に
賛
成

す
る
。

　

岡
谷
市
の
新
市
政
構
築
の
重
要
な
年

で
あ
り
、
岡
谷
駅
周
辺
整
備
や
川
岸
学

園
整
備
基
本
計
画
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
不
明
で
市
民
の
不
安
が
残
っ
て
お
り
、

市
民
の
声
を
十
分
に
聞
か
ず
決
定
さ
れ

た
事
業
に
対
し
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
や
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も
影
響
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
た
た
め
、
総
務
委
員
会

で
は
本
議
案
に
反
対
し
た
が
、
市
民
と

の
対
話
を
強
調
し
、
透
明
性
と
効
果
的

な
情
報
発
信
を
要
求
し
、
本
議
案
に
賛

成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
の
大
部
分
が
基
本
構

想
に
基
づ
い
て
い
る
と
評
価
す
る
が
、

岡
谷
駅
周
辺
整
備
に
関
し
て
は
具
体
性

が
不
足
し
て
お
り
、
市
民
の
要
望
や
ビ

ジ
ョ
ン
の
不
明
確
さ
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
今
後
の
整
備
方
針
の
明

確
化
や
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
透
明

性
の
あ
る
情
報
共
有
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
最
終
的
に
は
議
員
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す
た
め
、
反
対
で
は
な

く
賛
成
す
る
。

本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
審
議
の
結
果
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

 

◆
議
案
第
44
号　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   
 

議
案
第
24
号
令
和
６
年
度
岡
谷
市

  

一
般
会
計
予
算
の
執
行
に
対
す
る
決
議

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）              

　

総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
川
岸
学
園

整
備
事
業
と
岡
谷
駅
周
辺
整
備
検
討
調

査
事
業
に
関
す
る
議
案
が
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
業
は
、
こ
れ

か
ら
の
岡
谷
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
は
、
大
き
な
予
算
を
要
す
る

極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、

市
民
の
関
心
も
高
い
こ
と
か
ら
、
広
く

市
民
の
意
見
を
聴
取
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
強
く
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
案
第

24
号
令
和
６
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予

算
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
下
記

の
意
見
を
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
こ
と
で
あ
る
。
総
務
委
員
会
で
反
対

さ
れ
た
事
項
を
賛
成
に
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
感
が
現
れ
て
お

り
、
決
議
に
反
対
す
る
。

　

一
方
、
岡
谷
駅
前
の
再
整
備
に
つ
い

て
、
決
議
文
に
は
明
確
な
期
限
が
設
定

さ
れ
、
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
、

議
会
が
責
任
を
持
っ
て
関
与
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
川

岸
学
園
構
想
に
つ
い
て
も
地
元
の
市
民

へ
の
周
知
が
重
要
で
、
議
会
と
市
側
が

協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
議
員
と
し
て
の

責
任
を
果
た
す
決
意
と
な
っ
て
お
り
本

議
案
に
賛
成
す
る
。

※
審
議
の
結
果
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

１
、
川
岸
学
園
整
備
基
本
計
画
に
関
す

る
地
元
の
理
解
と
、
地
元
か
ら
の
要
望

を
反
映
す
る
た
め
に
、
川
岸
学
園
の
学

校
施
設
及
び
教
育
内
容
に
関
し
て
、
地

元
区
へ
の
こ
ま
め
な
説
明
と
対
話
に
向

け
た
機
会
を
設
け
る
こ
と
。
加
え
て
、

義
務
教
育
学
校
と
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
の
併
設
に
よ
る
川
岸
学
園
構
想

を
本
市
の
市
民
に
広
く
説
明
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
。

２
、
岡
谷
駅
前
再
開
発
ビ
ル
（
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
）
の
解
体
に
着
手
す
る
時
期
と
解

体
に
向
け
た
道
筋
を
令
和
６
年
度
内
に

明
確
に
す
る
こ
と
。

３
、
岡
谷
駅
前
再
開
発
ビ
ル
（
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
）
を
含
め
る
岡
谷
駅
周
辺
地
域
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
市
と
市
民
が

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
た
め
の
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
令
和
６
年

度
内
に
構
築
す
る
こ
と
。

４
、
川
岸
学
園
整
備
基
本
計
画
に
係
る

事
業
と
岡
谷
駅
前
再
開
発
ビ
ル
（
ラ
ラ

オ
カ
ヤ
）
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
の
情
報
共
有
や
進
捗
状
況
の
報

告
を
適
宜
行
い
な
が
ら
、
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

主
な
討
論

　

こ
の
決
議
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
事
項
を
再
度
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
は
当
た
り
前

議案番号 件　名

秋　
山

良　
治

土　
橋　　　

学

花　
岡　
健
一
郎

山　
崎　　　

仁

小　
松　　　

壮

藤　
森　　　

弘

宇　
野　

香　
二

田　
村　
み
ど
り

酒　
井　

和　
彦

上　
田　

澄　
子

早　
出　
す
み
子

今　
井　

浩　
一

渡　
辺　

太　
郎

吉　
田　　　

浩

中　
島　

秀　
明　

笠　
原　
征
三
郎

丸　
山　

善　
行

議案第１号 第５次岡谷市総合計画基本構想について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第１９号 岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第２４号 令和６年度岡谷市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第２５号 令和６年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第３０号 令和６年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
請願第１号 岡谷市小中学校の給食費無料化を求める請願 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 - - - 趣 趣 趣 趣 - 趣
請願第２号 インボイス制度の中止を求める意見書を政府と国会に送付することを求める請願 × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 ×
議案第３５号 岡谷市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇
議案第４１号 現行の健康保険証の存続を求める意見書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 ×
議案第４２号 ガザ地区における戦闘休止及び人質の即時解放に向けた取り組みを求める意見書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 ×
議案第４３号 家族法制見直しの慎重かつ丁寧な議論及び検討に関する意見書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 ×
議案第４４号 令和６年度岡谷市一般会計予算に対する決議 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇

●令和6年 第2回定例会

ご意見・ご要望
市議会だよりについて、ご意見・ご要望をお受
けいたしますので、下記までお寄せください。

岡谷市議会事務局
TEL23-4811（内線1711）FAX22-6213

gikai@city.okaya.lg.jp

連絡先

メール

令
和
6
年 

第
2
回
定
例
会
（
主
な
議
案
の
審
査

審
議
結
果
）

令
和
６
年
２
月
20
日
（
火
）
か
ら
３
月

19
日
（
火
）
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
報
告
案
件
２
件
、
議
案
34
件

が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
審
査・審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議案番号 件　名 議案番号 件　名
報告第 ３ 号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第１８号 岡谷市犯罪被害者等支援条例
報告第 ４ 号 専決処分の報告について（令和５年度岡谷市一般会計補正予算（第１５号）） 議案第２０号 岡谷市営住宅条例の一部を改正する条例
議案第 ２ 号 岡谷市等公平委員会委員の選任について 議案第２１号 岡谷市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
議案第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 議案第２２号 岡谷市水道事業給水条例の一部を改正する条例
議案第 ４ 号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例 議案第２３号 諏訪広域連合規約の一部変更について
議案第 ５ 号 岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 議案第２６号 令和６年度岡谷市地域開発事業特別会計予算
議案第 ６ 号 令和５年度岡谷市一般会計補正予算 （第１６号） 議案第２７号 令和６年度岡谷市分収造林事業特別会計予算
議案第 ７ 号 令和５年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 議案第２８号 令和６年度岡谷市霊園事業特別会計予算
議案第 ８ 号 令和５年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第２号） 議案第２９号 令和６年度岡谷市温泉事業特別会計予算
議案第 ９ 号 令和５年度岡谷市病院事業会計補正予算（第５号） 議案第３１号 令和６年度岡谷市湊財産区一般会計予算
議案第１０号 岡谷市監査委員に関する条例等の一部を改正する条例 議案第３２号 令和６年度岡谷市水道事業会計予算
議案第１１号 岡谷市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正する条例 議案第３３号 令和６年度岡谷市下水道事業会計予算
議案第１２号 岡谷市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 議案第３４号 令和６年度岡谷市病院事業会計予算
議案第１３号 岡谷市まち・ひと・しごと創生基金条例を廃止する条例 議案第３６号 令和５年度岡谷市一般会計補正予算 （第１７号）
議案第１４号 督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例 議案第３７号 岡谷市副市長の選任について
議案第１５号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例 議案第３８号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
議案第１６号 岡谷市育英基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例 議案第３９号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
議案第１７号 岡谷市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 議案第４０号 特別支援学級等への教員等の適切な配置を求める意見書

趣…趣旨採択。請願の趣旨について採択する決定方法。

各議案に対する議員の採決態度につ
いては、ホームページをご覧ください。

ホームページ
http://www.city.okaya.lg.jp/

okayashigikai/
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　諏訪湖には 31の河川が流れ込んでいますが、流れ出る
のは天竜川のみ。諏訪湖は氾濫を繰り返していました。こ
のため諏訪湖から天竜川に流れ出す水量を調節したり、
湖面の高さを調節する目的で建設されたのが釜口水門でし
た。初代は昭和 11年に完成しましたが、それでも昭和 25
年、36 年には大きな水害に見舞われてしまいました。そこ
で昭和 48 年に天竜川水系全体の治水計画が見直され、
昭和 63 年に初代水門の約 80m 上流に放流能力の大きな
新水門が造成されました。それが現在の、2代目水門です。

故きを温ねて新しきを知る

●
委 

員 

長…
 

小
松 

　壮 

　
　

●
副
委
員
長…

 

早
出
す
み
子

●
委 

　 

員…
 

宇
野 

香
二

　今
井 

浩
一 

・ 

渡
辺 

太
郎

　吉
田

　

 

浩 

・ 

山
崎

　

 

仁

岡谷市議会 初! 議場コンサートを開催

市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されて
おり、違反すると処罰されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

【寄附行為に該当する事例】
■お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ
等をすること。 ■個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自ら出席する結婚披露宴への祝
儀や葬式における香典は除く）。 ■未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時
候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」
議員から有権者への寄附は受け取らない。

寄附行為の禁止

令和６年第２回定例会３月４日の一般質問前に、
川岸女声コーラスによる歌声が、議場に響きました。
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